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お餅が楽しみです！「稲刈り体験」
（南富良野西小学校）

（９月１５日）

南富良野町公式 LINE に登録して、
カラー版広報誌を見てみよう

お持ちのスマートフォンで読み取ってみましょう！！

広　　報広　　報

みみ ふふなな ららみみ のの
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令
和
８
年
度

上
半
期
財
政
事
情

上
半
期
財
政
事
情

　　
９
月
30
日
現
在
の
一
般
会
計
予
算
額
は
、

48
億
８
，
４
５
６
万
９
千
円
で
、
当
初
予

算
か
ら
９
億
６
，
８
５
４
万
６
千
円
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
年
度
の
当
初
予
算

が
骨
格
予
算
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
３
月
の

町
長
選
挙
後
に
補
正
予
算
を
行
っ
た
た
め
で

す
。
主
な
内
容
は
、
道
の
駅
再
編
事
業
、
道

路
改
良
事
業
、
公
営
住
宅
改
修
事
業
、
防
災

行
政
無
線
整
備
事
業
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
４
つ
の
事
業
会
計
予
算
の
合
計
額

は
７
億
６
，
５
０
１
万
９
千
円
で
、
当
初
予

算
か
ら
１
，
３
８
０
万
６
千
円
の
増
加
、
簡

易
水
道
事
業
会
計
は
３
億
３
２
２
万
１
千

円
で
、
当
初
予
算
か
ら
４
，
８
０
０
万
円
の

増
加
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
は
３
億
３
，

７
５
４
万
円
で
当
初
予
算
か
ら
１
億
２
，

０
０
０
万
円
増
加
し
て
お
り
、
全
会
計
を

合
わ
せ
た
本
年
度
の
予
算
総
額
は
62
億
９
，

０
３
４
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
と
収
入
済
額
・
支
出

済
額
の
内
訳
は
、【
表
１
】
の
と
お
り
で
、
予

算
額
に
対
し
て
９
月
30
日
ま
で
に
収
入
し
た

割
合
は
、
４
８.
９
％
で
、
中
で
も
地
方
交
付

税
は
予
算
額
25
億
５
，
９
２
３
万
７
千
円
に

対
し
、
収
入
済
額
は
18
億
６
，
９
０
０
万
６

千
円
で
収
入
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
再
編
事
業
な
ど
の
財
源

に
充
て
る
国
庫
支
出
金
は
、
事
業
が
完
了

し
て
か
ら
交
付
さ
れ
る
た
め
収
入
割
合
は

１
６.

１
％
、
同
じ
く
町
有
林
整
備
な
ど
の

財
源
に
充
て
る
道
支
出
金
の
収
入
割
合
は

２
３.

９
％
と
な
っ
て
お
り
、
町
税
の
収
入
割

合
は
６
４.

２
％
、
道
の
駅
再
編
事
業
や
道
路

改
良
事
業
な
ど
の
財
源
に
充
て
る
町
債
（
借

金
）
は
、
来
年
３
月
以
降
に
借
入
れ
る
た
め
、

９
月
30
日
ま
で
の
収
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
の
予
算
規
模
は
？

全
会
計
の
予
算
総
額
は

　
62
億
９
，
０
３
４
万
９
千
円

歳 入
予 算 現 額 48 億 8,456 万 9 千円

収 入 済 額 23 億 8,699 万 9 千円

収 入 割 合 48.9％
歳 出

予 算 現 額 48 億 8,456 万 9 千円

支 出 済 額 18 億 6,237 万 7 千円

支 出 割 合 38.1％

【表１】一般会計予算の執行状況（令和８年９月 30 日現在）

　
「
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
に
よ
り
、
令
和
８
年
度
上

半
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
課
財
政
係　
☎
５
２
‐
２
１
１
２

　
収
入
は
・
・
・

■
一
般
会
計
の
執
行
状
況

地方交付税
（73.0％）

総 務 費
（25.3％）

町 債
（0.0％）

教 育 費
（42.6％）

国庫支出金
（16.1％）

公 債 費
（51.0％）

諸 収 入
（15.0％）

民 生 費
（43.1％）

町 税
（64.2％）

商 工 費
（30.9％）

繰 入 金
（0.0％）

職 員 費
（47.7％）

道 支 出 金
（23.9％）

土 木 費
（29.3％）

使用料及び手数料
（38.9％）

農林産業費
（26.4％）

そ の 他
（47.0％）

そ の 他
（57.0％）

2 億円 2 億円4 億円 4 億円6 億円8 億円28 億円 12 億円8 億円6 億円

予算現額 予算現額
収入済額 支出済額

3 億 8,485 万 1 千円3 億 8,485 万 1 千円

25 億 5,923 万 7 千円　　25 億 5,923 万 7 千円　　
18 億 6,900 万 6 千円　　18 億 6,900 万 6 千円　　

7 億 2,340 万円　　7 億 2,340 万円　　

10 億 7,069 万 9 千円10 億 7,069 万 9 千円

1 億 8,352 万 3 千円1 億 8,352 万 3 千円

2 億 7,059 万 4 千円2 億 7,059 万 4 千円

5 億 8,586 万 9 千円5 億 8,586 万 9 千円
2 億 9,888 万 7 千円2 億 9,888 万 7 千円

5 億 5,041 万 1 千円5 億 5,041 万 1 千円
2 億 3,718 万 7 千円2 億 3,718 万 7 千円

1 億 1,884 万 2 千円1 億 1,884 万 2 千円

3 億 1,727 万 7 千円3 億 1,727 万 7 千円

1 億 7,099 万 0 千円1 億 7,099 万 0 千円

2 億 7,649 万 9 千円2 億 7,649 万 9 千円
　　7,289 万 6 千円　　7,289 万 6 千円

3 億 3,705 万 9 千円3 億 3,705 万 9 千円
1 億 9,218 万 1 千円1 億 9,218 万 1 千円

　　3,365 万 8 千円　　3,365 万 8 千円
2 億　937 万 9 千円2 億　937 万 9 千円

1 億 4,413 万 9 千円1 億 4,413 万 9 千円
　　2,165 万 1 千円　　2,165 万 1 千円

3 億 1,332 万 3 千円3 億 1,332 万 3 千円
2 億    104 万 2 千円2 億    104 万 2 千円

1 億 8,572 万 1 千円1 億 8,572 万 1 千円
　　4,439 万 0 千円　　4,439 万 0 千円

1 億 2,506 万 4 千円1 億 2,506 万 4 千円
　　4,870 万 4 千円　　4,870 万 4 千円

3 億 5,895 万 9 千円3 億 5,895 万 9 千円
1 億 6,854 万 8 千円1 億 6,854 万 8 千円

　　　　　　0 千円　　　　　　0 千円

　　　　　　0 千円　　　　　　0 千円

（  ）は予算に対する収入・支出割合

4 億 3,090 万 4 千円4 億 3,090 万 4 千円

6 億 6,450 万 9 千円6 億 6,450 万 9 千円

5 億 8,376 万 8 千円5 億 8,376 万 8 千円

2 億 6,534 万 7 千円　　2 億 6,534 万 7 千円　　
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幾
寅
工
業
団
地
線
道
路
改
良
工
事
な
ど

を
含
む
土
木
費
の
支
出
済
額
は
１
億
７
，

０
９
９
万
円
で
予
算
額
に
対
す
る
支
出
割
合

は
２
９.

３
％
、
借
金
を
返
済
す
る
公
債
費
の

支
出
済
額
は
２
億
９
，
８
８
８
万
７
千
円
で

５
１.

０
％
、
ま
た
、
特
別
職
と
一
般
職
員
の

給
与
や
手
当
を
支
出
す
る
職
員
費
の
支
出
済
額

は
３
億
１
，
７
２
７
万
７
千
円
で
４
７.

７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
全
体
の
予
算
額
に
対
す
る
支

出
割
合
は
３
８.

１
％
で
、
前
年
度
同
期
の

３
９.

０
％
よ
り
０.

９
％
低
く
推
移
し
て
い
ま

す
。

　

一
般
会
計
と
は
別
に
健
康
保
険
や
介
護
保

険
、
町
立
診
療
所
な
ど
の
事
業
を
行
う
特
別

会
計
の
予
算
額
と
収
入
済
額
・
支
出
済
額
は

【
表
２
】
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
特
別

会
計
全
体
の
予
算
額
に
対
す
る
支
出
割
合
は

３
６.

５
％
で
、
前
年
度
同
期
の
３
３.

８
％

よ
り
２.

７
％
高
く
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
公
営

企
業
会
計
の
予
算
額
と
収
入
済
額
・
支
出

済
額
は
【
表
２
】
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
、
公
営
企
業
会
計
の
予
算
額
に
対
す
る
支

出
割
合
は
２
２.

７
％
で
、
全
年
度
同
期
の

２
４.

８
％
よ
り
２.

１
％
低
く
推
移
推
移
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
般
会
計
の
前
年
度
予
算
の

う
ち
事
業
費
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
住
民

基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
及
び
戸
籍
附
票
シ
ス
テ

ム
改
修
業
務
委
託
事
業
や
物
価
高
騰
支
援
事

業
な
ど
の
繰
越
予
算
が
３
，
０
０
４
万
５
千

円
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
充
て
る
財
源
は

国
庫
補
助
金
で
す
が
、
事
業
が
完
了
し
て
い

な
い
こ
と
か
ら
収
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
出

済
額
は
１
，
７
３
９
万
７
千
円
で
支
出
割
合

は
５
７.

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
越
予
算
と
本
年
度
の
全
会
計
予
算
を
合

わ
せ
た
町
全
体
の
予
算
総
額
は
63
億
２
，

０
３
９
万
４
千
円
と
な
り
、
収
入
済
額
は

28
億
７
，
４
８
５
万
５
千
円
で
収
入
割
合
は

４
６.

２
％
、
支
出
済
額
は
23
億
４
２
０
万
３

千
円
で
支
出
割
合
は
３
６.

５
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
特
別
会
計
の
執
行
状
況

■
公
営
企
業
会
計
の
執
行
状
況

■
前
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算

♦町税の収入状況（令和８年９月３０日現在）
税 目 予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 割 合

町 民 税 1 億 4,896 万 5 千円 8,625 万 6 千円 57.9％
固 定 資 産 税 1 億 3,735 万 8 千円 9,878 万 7 千円 71.9％
軽 自 動 車 税 754 万 0 千円 766 万 0 千円 101.6％
町 た ば こ 税 1,926 万 2 千円 825 万 3 千円 42.8％
鉱 産 税 19 万 8 千円 8 万 7 千円 43.9％
合 計 3 億 1,332 万 3 千円 2 億 9104 万 3 千円 64.2％

　
支
出
は
・
・
・

歳 入
予 算 現 額 7 億 6,501 万 9 千円
収 入 済 額 3 億 1,205 万 5 千円
収 入 割 合 40.8%

歳 入
予 算 現 額 5 億 4,426 万 2 千円
収 入 済 額 1 億 7,580 万 1 千円
収 入 割 合 32.3％

歳 出
予 算 現 額 7 億 6,501 万 9 千円
支 出 済 額 2 億 7,916 万 0 千円
支 出 割 合 36.5%

歳 出
予 算 現 額 6 億 4,076 万 1 千円
支 出 済 額 1 億 4,526 万 9 千円
支 出 割 合 22.7%

【表２】各特別会計予算及び公営企業会計予算の執行状況（令和８年９月 30 日現在）

国 民 健 康 保 険 事 業
（37.1％） （36.4％）

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
（29.4％） （26.6％）

介 護 保 険
（45.3％） （41.7％）

町 立 診 療 所 事 業
（43.9％） （27.2％）

【公営企業会計】
簡 易 水 道 事 業

（40.4％） （22.2％）
公 共 下 水 道 事 業

（26.0％） （23.1％）

1 億円 1 億円2 億円 2 億円3 億円4 億円5 億円 5 億円4 億円3 億円

予算現額 予算現額
収入済額 支出済額

　　1,487 万 6 千円　　1,487 万 6 千円

1 億　676 万 7 千円1 億　676 万 7 千円

1 億 2,815 万 0 千円1 億 2,815 万 0 千円

　　2,936 万 7 千円　　2,936 万 7 千円

3 億　322 万 1 千円3 億　322 万 1 千円
　　6,735 万 1 千円　　6,735 万 1 千円

3 億 3,754 万 0 千円3 億 3,754 万 0 千円
　　7,791 万 8 千円　　7,791 万 8 千円

1 億 3,936 万 2 千円1 億 3,936 万 2 千円

1 億　801 万 6 千円1 億　801 万 6 千円
　　4,736 万 7 千円　　4,736 万 7 千円

2 億 3,690 万 6 千円2 億 3,690 万 6 千円

3 億　735 万 6 千円3 億　735 万 6 千円
　　7,997 万 5 千円　　7,997 万 5 千円

　　9,582 万 6 千円　　9,582 万 6 千円

　　1,647 万 2 千円　　1,647 万 2 千円

（  ）は予算に対する収入・支出割合

特別会計

公営企業
会計

1 億円2 億円3 億円4 億円5 億円 1 億円 2 億円 5 億円4 億円3 億円

2 億 9,366 万 1 千円2 億 9,366 万 1 千円
1 億 885 万 4 千円1 億 885 万 4 千円

　　5,595 万 9 千円　　5,595 万 9 千円

3 億　738 万 3 千円3 億　738 万 3 千円

2 億 9,366 万 1 千円2 億 9,366 万 1 千円

　　5,595 万 9 千円　　5,595 万 9 千円

3 億　738 万 3 千円3 億　738 万 3 千円

1 億　801 万 6 千円1 億　801 万 6 千円
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９
月
26
日
、「
第
５
回
道
の
駅
南
ふ
ら

の
感
謝
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
や
道
の
駅
を
利
用
す
る

お
客
様
へ
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
開
か

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年
も
地
域
の
魅

力
に
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
南
富
良
野
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
行
わ

れ
、
力
強
い
音
色
が
道
の
駅
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
校
に
よ
る
出
店

も
あ
り
、
バ
タ
じ
ゃ
が
に
塩
辛
を
添
え

た
一
品
や
お
で
ん
な
ど
を
、
生
徒
た
ち

が
元
気
に
販
売
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
全
店
舗
を
対
象
と
し
た
「
お

楽
し
み
大
抽
選
会
」
は
空
く
じ
な
し
で
、

景
品
は
協
賛
各
社
な
ど
か
ら
提
供
さ
れ

た
１
０
０
０
本
以
上
。
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
町
内
農
家
に
よ
る
「
軽
ト

ラ
市
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
タ
マ
ネ
ギ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
、
南

富
良
野
の
秋
の
恵
み
が
並
び
ま
し
た
。

　

住
民
と
観
光
客
が
交
流
し
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
感

謝
祭
。
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。 秋

の
恵
み
と
感
謝
の
一
日道

の
駅
南
ふ
ら
の
感
謝
祭
を
開
催
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９
月
19
日
、
南
富
良
野
中
学
校
で
第

22
回
学
校
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
の
テ
ー
マ
は
「
今
し
か
な
い
思
い
出

を
作
る
時 

～
48
色
のbig palette

～
」

で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
夏
休
み
前
か
ら
脚
本

や
台
本
の
準
備
を
進
め
、
２
学
期
に
入
っ

て
か
ら
は
学
校
祭
特
別
日
課
の
中
で
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。今
年
も（
株
）R’s 

Link

の
太
田
竜
介
さ
ん
か
ら
演
劇
指
導

を
受
け
、
本
番
に
向
け
て
表
現
を
磨
い
て

き
ま
し
た
。
１
年
生
の
劇
「
シ
ン
・
桃

太
郎
」、２
年
生
の
「
今
日
は
何
の
日
？
」、

３
年
生
の
「
排
除
投
票
」
が
披
露
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
工
夫
を
凝
ら
し
た

舞
台
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吹
奏
楽
や
バ
ン
ド
、
ダ
ン
ス

な
ど
の
有
志
発
表
に
加
え
、
各
学
年
代

表
に
よ
る
英
語
発
表
や
意
見
発
表
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
全
校
生
徒
に
よ
る
混
声
三

部
合
唱
「
こ
の
星
に
生
ま
れ
て
」
で
締

め
く
く
ら
れ
、
生
徒
た
ち
の
歌
声
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
ま
し
た
。

　

仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
一
つ
の
も
の

を
つ
く
り
上
げ
る
姿
や
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
ら
し
さ
を
発
揮
す
る
姿
が
随
所
に

見
ら
れ
、
テ
ー
マ
の
と
お
り
一
人
ひ
と

り
の
色
が
輝
く
学
校
祭
と
な
り
ま
し
た
。

48
色
の
個
性
と
歌
声
が
響
く
‼

第
22
回
南
富
良
野
中
学
校
学
校
祭
開
催

　

９
月
25
日
、
町
主
催
に
よ
る
敬
老
会

が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
な
く
る
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
地
区
か
ら
75
歳
以
上
の
高
齢

者
85
名
と
来
賓
９
名
が
出
席
し
、
長
寿

を
祝
う
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
髙
橋
町
長
と
町
議
会
の

酒
井
議
長
か
ら
、
長
年
に
わ
た
る
ご
労

苦
へ
の
感
謝
と
長
寿
を
祝
う
言
葉
が
贈

ら
れ
、
出
席
者
を
代
表
し
て
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
河
野
髙
好
会
長
が
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

祝
宴
で
は
、
町
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
の
後
藤
健
壽
会
長
に
よ
る
祝
盃

の
発
声
に
始
ま
り
、
幾
寅
保
育
所
・
金

山
保
育
所
年
長
組
に
よ
る
可
愛
ら
し
い

お
遊
戯
や
、
千
里
大
学
に
よ
る
器
楽
演

奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
本

町
出
身
の
演
歌
歌
手
・
石
上
久
美
子
さ

ん
に
よ
る
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、

会
場
は
大
き
な
拍
手
と
笑
顔
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
上

林
康
政
会
長
に
よ
る
万
歳
三
唱
で
締
め

く
く
ら
れ
、
出
席
者
は
料
理
を
味
わ
い

な
が
ら
世
代
を
超
え
た
交
流
と
祝
福
の

時
間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

敬
老
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
各
関
係
団
体
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
‼

長
寿
を
祝
う
ひ
と
と
き　

南
富
良
野
町
敬
老
会
開
催
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小学校・中学校・高等学校で小学校・中学校・高等学校で
「１日防災学校」を実施「１日防災学校」を実施

平成 28年８月に経験した豪雨災害を心に刻み、しっかりと未来に引き継ぐため、８月 31平成 28年８月に経験した豪雨災害を心に刻み、しっかりと未来に引き継ぐため、８月 31

日の「南富良野町防災の日」の取り組みとして各学校で防災教育の授業が行われました。日の「南富良野町防災の日」の取り組みとして各学校で防災教育の授業が行われました。

「南富良野西小学校」

　９月３日、南富良野西小学校で「ひなん所の TKB ってな～

に？」をテーマに、防災学校が行われました。町防災マネー

ジャーが、避難所で特に課題となるトイレ・キッチン（食事）・

ベッド（睡眠）について講話が行われました。

　その後、体育館で段ボールベッドや仮設トイレ、テントの

設営を体験。児童たちは実際に組み立てながら使い方を確認

し、災害時の避難所生活に必要な備えについて学びました。

南富良野町公式アカウントの登録をお願いします南富良野町公式アカウントの登録をお願いします
　南富良野町公式アカウントの登録をお願いします。Instagram、Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、LINE を活用して、南
富良野町の魅力や最新情報をお届けしています。町内の皆様には LINE を通じて生活に役立つ情報を発信しています。
Instagram、Facebook、Ｘでは、町外の方々に向けた南富良野町の素敵な情報を共有しています。ぜひご登録ください。

　また、SNS の使い方やスマートフォンに関するお困りごとについてのご相談も承っています。何かご不明点があ
れば、お気軽にお問い合わせください。

LINE Instagram facebook X
※町ホームページにも (https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/) 二次元コードを載せていますので、ご覧ください。

ごみの出し方についてのお願い

　町役場では、ごみの収集を分別ごみごとに曜日を決めて収集しています。

　最近収集をしている中でごみ収集日を守られていない事例が散見しております。

　クマなどの野生動物等にごみが荒らされるおそれがあります。被害を未然に防

ぐため、必ず指定された日の朝にごみステーションへ出してください。

問い合わせ先：建設課環境衛生係　☎ 52 － 2179

　ごみステーションは町と町民の方との共有施設です。

ＳＴＯＰ !! ごみの早出し !!

〜　皆様のご協力をお願いします　〜

よ

ろ
しくお願いし

ま

す

ごみ収集カレンダー
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地域おこし協力隊活動記 34地域おこし協力隊活動記 34

　本町では、10 名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内

容や様子を町民の皆さんに紹介します。

  　柴
しばさき

﨑　優
ゆ う こ

子 隊員（訪問介護支援員）

　皆様こんにちは、協力隊の柴﨑優子です。

　早いもので、こちらに来てから１年と７ヶ月程にな

ります。協力隊活動記も３回目となります。

　協力隊の活動では、平日の介護支援を中心に、買い

物や掃除などの生活支援を行っています。支援の際に

は、体調や普段の様子を伺い、いつもと違う変化がな

いか気を配り、気になることがあればケアマネジャー

へ報告しています。

　私生活では、実家の家庭菜園で妹がさつま芋を植え

ていて、一緒に芋掘りをして来ました。昨年も植えて

ましたが、生育がそれ程でもありませんでした。でも、

それなりに出来、干しいもを作ってくれ、それがとても美味しく感動しました。今年は、もっと

沢山出来るようにと、土に工夫を凝らし、肥料や土

を変えたりしてくれました。そのせいか、昨年以上

に良い出来となりました。家庭菜園なので、それ程

多くは出来ませんが大満足です。これから１ヶ月程、

乾燥させ、食べるのを楽しみにしております。

　埼玉に住んでいた頃は、庭のない所に住んでいて、

家庭菜園等出来る環境ではありませんでした。こち

らに来て、土にふれ、花も植えたりして充実してい

ると感じてます。これから紅葉も見られますので、

短い秋を楽しんで行きます。

人権擁護委員に米木 厚子 さんが再任
　令和 5 年 10 月から人権擁護委員としてご活躍いただいている
米木厚子さん（幾寅）が、この度再任され、10 月 1 日付で法務大
臣から委嘱され、引き続きご活躍いただくことになりました。
　人権擁護委員は、人権の啓発運動をはじめ、いじめや差別・誹
謗中傷などの人権に関わる相談活動を、法務局と連携を図りなが
ら行っています。
　相談は無料で、個人の秘密は固く守られますので、お気軽にご
相談ください。

人権擁護委員　幾寅　米木 厚子　TEL 52 － 2028
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町
議
会
定
例
会

町
議
会
定
例
会

　　
  

行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

　
　

令
和
８
年
９
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
３
回
定

　

例
会
に
お
い
て
、
髙
橋
町
長
が
６
件
の
行
政
報
告
と
鈴
木

　

教
育
長
が
７
件
の
教
育
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

　

内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
８
月
24
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る

　
被
害
状
況
に
つ
い
て

　

８
月
24
日
夜
か
ら
25
日
正
午
に

か
け
て
、
道
内
で
は
前
線
を
伴
っ

た
低
気
圧
が
通
過
し
た
影
響
で
、

本
町
で
は
24
日
午
後
６
時
14
分

に
大
雨
注
意
報
と
土
砂
災
害
注
意

報
が
発
表
さ
れ
、
25
日
午
後
１
時

ま
で
の
24
時
間
降
水
量
が
幾
寅
地

区
観
測
所
で
９
２.

０
ｍ
ｍ
、
金

山
地
区
観
測
所
で
６
３.

５
ｍ
ｍ

を
観
測
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

は
、
町
道
で
は
東
幾
寅
パ
イ
ロ
ッ

ト
線
外
４
路
線
に
お
い
て
路
盤
の

砂
利
が
流
出
し
た
ほ
か
、
浅
野
神

社
線
外
１
路
線
で
農
地
か
ら
流
出

し
た
土
砂
が
町
道
に
堆
積
す
る
な

ど
の
被
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
町
道
路
盤
流
出
の
被

害
は
、
農
作
物
の
収
穫
期
を
迎
え

た
緊
急
を
要
す
る
対
応
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
被
害
に
対
す
る
復
旧

費
用
に
つ
い
て
、
今
定
例
議
会
に

て
補
正
予
算
措
置
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
。

■
被
災
10
年
復
興
防
災
イ
ベ
ン
ト

　
に
つ
い
て

　

８
月
29
日
に
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
及
び
道
の
駅
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
「
被
災
10
年
復
興
防
災
イ

ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
８
月
31
日
、
本
町
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
水
害

か
ら
10
年
が
経
過
す
る
節
目
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
あ
の
日
の
教
訓

を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
振
り
返
る

機
会
に
す
る
と
共
に
、
ま
ち
の
復

興
と
賑
わ
い
創
出
に
取
り
組
む
ま

ち
の
姿
を
、
多
く
の
方
々
に
周
知

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
北
海
道

開
発
局
を
は
じ
め
、
旭
川
地
方
気

象
台
、
北
海
道
新
聞
富
良
野
支
局

の
ご
協
力
を
得
て
、
防
災
パ
ネ
ル

展
や
流
水
体
験
、
防
災
資
機
材
、

防
災
車
両
を
展
示
し
た
ほ
か
、
北

海
道
防
災
航
空
室
に
よ
る
防
災
ヘ

リ
救
助
展
示
、
自
衛
隊
第
14
施
設

群
と
町
内
の
自
衛
隊
協
力
会
女
性

部
並
び
に
赤
十
字
奉
仕
団
の
合
同

に
よ
る
炊
出
し
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
町

民
の
皆
様
に
も
会
場
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
10
年
前
の
被
害
と

そ
の
後
の
復
旧
・
復
興
を
振
り
返

り
、
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
た
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
周
知
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

産
業
課
関
連

■
農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

　

９
月
１
日
現
在
の
農
業
委
員
会

に
よ
る
農
作
物
の
作
況
調
査
に
よ

り
ま
す
と
、
主
要
作
物
の
作
況
指

数
は
、
そ
ば
は
「
１
４
７
」、
小

豆
が
「
１
４
０
」、
春
小
麦
が

「
１
３
２
」、秋
小
麦
が
「
１
３
０
」、

て
ん
菜
が
「
１
２
８
」、
大
麦
が

「
１
１
０
」、
大
豆
が
「
１
０
８
」

で
「
良
」、
生
育
期
の
天
候
に
も

恵
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
収
量
が

多
い
見
込
み
で
あ
り
、
メ
ロ
ン
、

玉
ね
ぎ
は
「
１
０
５
」、
人
参
は

「
１
０
２
」
で
「
や
や
良
」、
か
ぼ

ち
ゃ
は
「
１
０
１
」、
水
稲
・
馬

鈴
し
ょ
・
大
根
・
ア
ス
パ
ラ
・
ス

イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

「
１
０
０
」
で
、
作
柄
は
そ
れ
ぞ

れ
「
並
」
と
な
り
、
生
育
が
順
調

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
春
先
の
雪
解
け
は
早

か
っ
た
も
の
の
、
播
種
作
業
時
期

に
低
温
や
降
雨
な
ど
か
ら
作
業
の

遅
れ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
天
候
の
回
復
か
ら
生
育
は
順
調

に
進
ん
だ
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
月
に
よ
っ
て
は
、
降
雨
が
続

行
政
報
告

防
災
安
全
室
関
連

９月１日に実施した作況調査９月１日に実施した作況調査

被災 10 年復興防災イベントの様子被災 10 年復興防災イベントの様子
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き
日
照
不
足
の
影
響
や
干
ば
つ
に

よ
る
影
響
も
心
配
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
影
響
も

な
く
平
年
並
以
上
の
収
量
が
確
保

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る

作
物
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
状
況

に
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
課
関
連

■
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
建
設
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
政
策
予
算
と
し
て
６
月

の
議
会
定
例
会
に
お
い
て
補
正
予

算
に
よ
り
措
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
順
次
、
入
札
並
び
に
発
注
事

務
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

工
事
の
進
捗
状
況
は
、
ス
キ
ー

場
ロ
ッ
ジ
屋
根
防
水
工
事
が
既
に

完
成
し
て
い
る
ほ
か
、
幾
寅
工
業

団
地
線
道
路
改
良
工
事
な
ど
の
土

木
工
事
７
件
、
公
営
住
宅
東
団
地

改
修
工
事
な
ど
の
建
築
工
事
２

件
、
幾
寅
地
区
簡
易
水
道
機
械
計

装
設
備
更
新
工
事
な
ど
の
設
備
工

事
４
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、
工
期

内
の
完
成
に
向
け
順
調
に
工
事
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
落
合
西
団
地
屋
根
外
壁

改
修
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も
、
北

海
道
よ
り
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
の
変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
今
後
、
工
事
を
発
注
し
、

年
内
に
完
成
す
る
よ
う
取
り
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

■
道
道
石
勝
高
原
幾
寅
線
の
改
良

　
工
事
に
つ
い
て

　

道
道
石
勝
高
原
幾
寅
線
の
改
良

工
事
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

国
道
38
号
線
と
の
交
差
点
か
ら

幾
寅
栄
町
に
至
る
区
間
に
つ
い
て

は
、
旧
幾
寅
原
野
９
号
踏
切
付
近

が
急
勾
配
と
な
っ
て
お
り
、
交
通

上
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
根
室
線
の

廃
止
に
伴
っ
て
踏
切
が
撤
去
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
、
勾

配
を
緩
和
す
る
工
事
を
実
施
す
る

と
の
お
話
し
を
北
海
道
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

工
事
の
詳
細
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
北
海
道
よ
り
調
査
設
計
の
結

果
が
示
さ
れ
次
第
、
改
め
て
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

企
画
課
関
連

■
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
に
つ
い
て

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
拠
点
に
、
国

際
的
な
不
動
産
・
開
発
・
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
領
域
で
総
合
的
な
事
業

を
展
開
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
「
Ｂ

Ｖ
Ｒ 

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ 

Ａ
ｓ
ｉ
a
」

よ
り
、
昨
年
の
秋
、
本
町
内
に
お

け
る
長
期
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
開
発

に
つ
い
て
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
該
企
業
グ
ル
ー
プ
は
、
海
外

で
25
年
に
わ
た
り
リ
ゾ
ー
ト
開
発

の
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
へ

の
進
出
は
今
回
が
初
で
あ
り
、
本

町
の
ほ
か
道
内
１
町
が
候
補
地
に

挙
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

本
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
、
特

に
湖
と
山
が
織
り
な
す
景
観
や
、

四
季
を
通
じ
て
楽
し
め
る
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
、
起
業
グ
ル
ー
プ

の
求
め
る
リ
ゾ
ー
ト
イ
メ
ー
ジ
と

一
致
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
企
業
や
ゲ
ス
ト
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
も
利
益
を
も
た
ら
す

取
り
組
み
を
作
り
た
い
」
と
の
考

え
の
も
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
あ
れ
ば
場
所
に
縛
ら
れ
ず
に

働
く
「
デ
ジ
タ
ル
ノ
マ
ド
」
層
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
、
長
期
滞
在

型
リ
ゾ
ー
ト
の
事
業
可
能
性
が
非

常
に
高
い
と
評
価
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
年
２
月
に
オ

ン
ラ
イ
ン
等
で
意
見
交
換
を
重

ね
、
本
年
４
月
２
日
に
は
「
Ｌ
Ｏ

Ｉ
（
条
件
付
き
意
向
表
明
書
）」

を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｌ

Ｏ
Ｉ
は
、
幾
寅
の
内
藤
地
区
か
ら

東
鹿
越
の
南
台
に
至
る
広
範
囲

な
、
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
開
発
あ
り
き
で
は
な
く
、

ま
ず
は
「
ど
の
よ
う
な
リ
ゾ
ー
ト

の
可
能
性
が
あ
る
の
か
」
を
探
る

た
め
の
初
期
的
な
準
備
に
向
け
た

も
の
で
あ
り
、
協
力
体
制
の
確
立

や
、
相
互
の
責
務
、
秘
密
保
持
な

ど
を
定
め
た
も
の
で
、
原
則
と
し

て
法
的
拘
束
力
を
有
し
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
去
る
６
月
15
日
に
は
、

グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責

任
者
）
で
あ
る
ハ
ー
ブ
マ
イ
ナ
ー

氏
や
北
海
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域

連
携
担
当
者
ら
４
名
が
来
町
さ

れ
、
ス
キ
ー
場
や
、
か
な
や
ま
湖

を
含
む
東
鹿
越
地
区
の
現
地
視
察

を
行
い
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
、
具
体
的
な
リ

ゾ
ー
ト
コ
ン
セ
プ
ト
や
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
未
定
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
策
定
す
る
た
め
の
調
査

を
、
今
後
、
企
業
側
と
協
力
し
な

が
ら
取
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
の
過
程
に
お
い
て
、

当
該
企
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
ス

キ
ー
場
の
運
営
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
と
い
う
お
話
も
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
本
年
１
月
末
に
発
生

し
た
第
２
リ
フ
ト
の
索
条
脱
索
に

伴
う
リ
フ
ト
の
架
け
替
え
問
題
も

含
め
、
ス
キ
ー
場
の
今
後
の
在
り

方
と
併
せ
な
が
ら
、
リ
ゾ
ー
ト
開

発
の
可
能
性
に
つ
い
て
慎
重
か
つ

積
極
的
に
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

国設南ふらのスキー場国設南ふらのスキー場
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■
令
和
８
年
度
全
国
学
力
・
学

　
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

小
学
６
年
生
と
中
学
３
年
生

を
対
象
に
毎
年
４
月
に
実
施
し

て
い
る
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

全
国
・
全
道
と
の
平
均
比
較

で
は
、
小
学
生
は
国
語
で
全
国
・

全
道
平
均
を
上
回
り
、
算
数
で

は
、
全
国
平
均
を
下
回
っ
た
も

の
の
全
道
平
均
を
上
回
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
中
学
生
は
国
語
で
全

国
・
全
道
平
均
を
下
回
り
ま
し

た
が
、
数
学
・
英
語
（
聞
く
こ
と
・

読
む
こ
と
・
書
く
こ
と
）
で
全
国
・

全
道
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
も
と
に

課
題
を
検
証
し
、
教
科
毎
の
改

善
策
に
取
り
組
み
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
学
力
の
定
着
と

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
沖
縄
県
本
部
町
親
善
交
流
事

　
業
に
つ
い
て

　

６
月
29
日
か
ら
７
月
３
日
ま

で
の
４
泊
５
日
の
日
程
で
、
第

34
回
目
と
な
る
沖
縄
県
本
部
町

と
の
親
善
交
流
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
町
内
小
学
校
２

校
の
６
年
生
全
員
と
な
る
24
名

と
、
随
行
者
６
名
の
計
30
名
が
、

「
南
の
国
の
真
夏
に
挑
む
体
験
の

旅
」
交
流
団
と
し
て
南
富
良
野

町
を
出
発
し
、
初
日
の
歓
迎
会

で
は
平
良
町
長
を
は
じ
め
多
く

の
関
係
者
の
皆
様
か
ら
温
か
い

歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
は
、
真
っ
青
な
空

と
強
い
陽
ざ
し
の
中
、
マ
リ
ン

体
験
や
瀬
底
小
学
校
と
の
交
流

学
習
、
海
洋
博
公
園
見
学
な
ど
、

本
部
町
で
の
様
々
な
体
験
を
通

し
て
、
生
活
文
化
の
違
い
や
自

然
環
境
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
毎
年
、「
全
戦
没
者
追

悼
式
」
が
行
わ
れ
る
糸
満
市
で

「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
を
は
じ
め
「
平

和
の
礎
」
や
「
平
和
祈
念
資
料
館
」

を
見
学
し
、
平
和
の
尊
さ
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。 

　

本
年
１
月
に
本
町
を
訪
れ
た

本
部
町
児
童
と
の
再
会
を
待
ち

望
ん
で
い
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で

は
、
各
家
庭
で
貴
重
な
一
夜
を

過
ご
し
、
児
童
ど
う
し
の
交
流

に
留
ま
ら
ず
、
保
護
者
を
交
え

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
交
流
と
し
て
も
、

友
好
の
和
が
広
が
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
得
ら
れ
た
経
験

を
今
後
の
学
校
生
活
は
も
と
よ

り
、
将
来
の
自
己
実
現
に
活
か

し
て
い
た
だ
き
、
本
部
町
と
の

交
流
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、

深
い
絆
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

■
南
富
良
野
中
学
校
部
活
動
大

　
会
成
績
に
つ
い
て

　

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
去
る
６
月
19

日
か
ら
中
体
連
上
川
南
部
地
区

の
球
技
大
会
が
各
担
当
地
区
で

開
催
さ
れ
、
南
富
良
野
中
学
校

か
ら
は
、
野
球
・
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
と
近
隣
中
学
校
と
合
同
で
編

成
し
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
計
３

種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。
大
会

成
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
野
球

が
惜
し
く
も
準
決
勝
で
敗
れ
３

位
と
な
り
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で

は
、
男
子
・
女
子
ペ
ア
の
各
１

組
が
上
川
代
表
決
定
戦
に
駒
を

進
め
、
練
習
の
成
果
が
発
揮
さ

れ
た
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
２
回
戦
進
出
は
か
な

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

各
競
技
に
お
い
て
、
生
徒
た

ち
は
日
々
の
練
習
で
培
っ
た
技

術
と
精
神
力
を
最
大
限
に
発
揮

し
、
特
に
３
年
生
は
最
後
の
大

会
と
し
て
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
球
部
に
つ
き
ま
し

て
は
、
２
年
生
主
体
の
新
た
な

チ
ー
ム
体
制
と
な
り
、
去
る
８

月
８
日
に
富
良
野
市
で
開
催
さ

れ
た
第
18
回
全
日
本
少
年
春
季

軟
式
野
球
大
会
（
E
N
E
O
S

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）
富
良
野
支
部

予
選
に
お
い
て
樹
海
中
学
校
と

の
合
同
チ
ー
ム
で
見
事
に
優
勝

し
、
富
良
野
支
部
代
表
と
し
て
、

９
月
５
日
か
ら
７
日
に
か
け
て

同
市
で
開
催
さ
れ
た
北
北
海
道

大
会
（
全
道
大
会
）
に
出
場
い

た
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
６
日
に
市
民
球
場

で
行
わ
れ
、
惜
し
く
も
初
戦
で

敗
れ
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
一
丸

と
な
り
、
持
て
る
力
の
全
て
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

■
１
日
防
災
学
校
等
の
実
施
に

　
つ
い
て 

　

８
月
31
日
の
南
富
良
野
町
防

災
の
日
に
ち
な
み
、
中
学
校
・

高
等
学
校
に
お
い
て
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
、
１
日
防
災

学
校
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

南
富
良
野
中
学
校
で
は
、
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
指
導
の
も

と
、
避
難
所
の
開
設
や
炊
き
出

し
訓
練
等
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。

　

南
富
良
野
高
等
学
校
で
は
、

防
災
検
定
や
避
難
所
で
起
こ
る

様
々
な
出
来
事
を
模
擬
体
験
す

る
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、

消
防
の
協
力
を
得
て
地
震
に
よ

る
火
災
発
生
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
全
校
生
徒
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

本
町
の
豪
雨
災
害
か
ら
10
年

が
経
過
し
、
当
時
の
様
子
を
記

憶
す
る
児
童
生
徒
や
教
職
員
な

ど
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り

教
育
行
政
報
告
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ま
す
が
、
被
災
地
と
な
っ
た
経

験
や
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
地
域
全
体
で
防
災
意
識

を
高
め
る
た
め
、
継
続
し
た
取

組
み
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
南
富
良
野
高
等
学
校
の
事
務

　
事
業
等
の
取
組
に
つ
い
て 

　
南
富
良
野
高
等
学
校
の
事
務

事
業
等
の
取
組
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

初
め
に
、
学
校
祭
に
つ
い
て

は
７
月
10
日
・
11
日
に
実
施
し
、

生
徒
数
の
増
加
と
と
も
に
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
来
校
も

徐
々
に
増
え
、
会
場
と
な
っ
た

体
育
館
は
例
年
以
上
に
大
勢
の

観
客
で
賑
わ
い
、
生
徒
た
ち
は

高
校
生
活
の
一
大
行
事
で
あ
る

学
校
祭
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
の
焼

き
鳥
等
の
販
売
で
は
、
本
年
度

も
町
内
有
志
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
り
、
学
校
祭
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
、
恒
例
と
な
っ
て

い
る
打
ち
上
げ
花
火
で
は
、
来

場
者
と
と
も
に
夜
空
を
見
上
げ
、

夏
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

令
和
９
年
度
の
入
学
生
徒
募

集
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
学
校
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
更
新
し
て
、
７
月
か
ら
富

良
野
沿
線
の
ほ
か
日
高
町
、
幕

別
町
、
帯
広
市
内
の
中
学
校
31

校
、
更
に
は
、
札
幌
市
内
の
中

学
校
96
校
と
近
郊
の
江
別
市
、

恵
庭
市
、
北
広
島
市
、
千
歳
市
、

新
た
に
石
狩
市
を
含
め
た
34
校
、

旭
川
市
内
26
校
の
計
１
８
７
校

を
訪
問
し
、
各
中
学
校
の
校
長

や
教
頭
、
進
路
指
導
の
教
員
に

対
し
学
校
紹
介
を
行
い
、
中
学

３
年
生
に
対
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
１
日
に
高
校
で

開
催
さ
れ
た
見
学
説
明
会
で
は
、

町
内
を
は
じ
め
富
良
野
沿
線
や

旭
川
市
、
札
幌
市
、
千
歳
市
な

ど
か
ら
生
徒
38
名
と
保
護
者
36

名
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
在

校
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
学
校
紹
介
や
授
業
見
学
、

キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト
の
設
営
体

験
、
部
活
動
紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
、
高
校
生
が
主
体
と
な
っ
て

対
応
す
る
座
談
会
で
は
、
中
学

生
や
保
護
者
か
ら
の
質
問
に
対

し
丁
寧
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

更
に
、
８
月
21
日
に
は
南
富

良
野
中
学
校
及
び
南
富
良
野
高

校
の
生
徒
を
は
じ
め
、
町
民
の

皆
さ
ん
や
高
大
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
札
幌
国
際
大
学
の
学

生
が
参
加
し
て
、
今
回
で
３
回

目
と
な
る
「
次
世
代
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
高
校
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
と

大
学
生
の
交
流
や
札
幌
国
際
大

学 

斉
藤
修
教
授
の
「
歴
史
文
化

を
活
か
し
た
観
光
に
よ
る
地
域

づ
く
り
」
を
演
題
と
し
た
講
演

を
受
け
た
後
、
８
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
「
夏
の
ス
キ
ー
場
の
活

用
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
を

交
わ
し
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
様
々

な
活
用
案
が
発
表
さ
れ
、
町
内

の
中
高
生
が
自
ら
地
域
の
活
性

化
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

■
南
富
良
野
高
等
学
校
の
部
活

　
動
大
会
成
績
に
つ
い
て

　

８
月
１
日
か
ら
兵
庫
県
豊
岡

市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
カ
ヌ
ー
競
技

に
、
カ
ヤ
ッ
ク
２
０
０
ｍ 
女
子

の
部 

二
人
乗
り
で
出
場
し
た
１

組
が
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
初

と
な
る
決
勝
進
出
を
果
た
し
、

８
位
入
賞
の
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
カ
ヌ
ー
部
に
つ
き
ま

し
て
は
、
７
月
に
開
催
さ
れ
た

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
北
海
道
予

選
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
入
賞
し
た
女
子
選
手
を
含
め
、

男
子
７
名
・
女
子
３
名
の
10
名

が
、
10
月
15
日
か
ら
青
森
県
に

お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
80
回
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
カ
ヌ
ー
競
技

に
北
海
道
代
表
と
し
て
出
場
が

決
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

の
大
会
に
お
い
て
も
好
成
績
が

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。 

■
小
中
高
生
を
対
象
と
し
た
特
　

　
別
授
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

９
月
４
日
に
、
芸
術
文
化
に

ふ
れ
あ
う
機
会
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
札
幌
市
出
身
で

「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
歌

姫
」
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
「
半
﨑
美
子
」
さ
ん
を
お
招

き
し
、
午
前
と
午
後
の
２
部
制

で
特
別
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
高
校
体
育
館

に
お
い
て
、
南
富
良
野
小
学
校

４
年
生
か
ら
６
年
生
児
童
52
名
、

中
学
校
全
校
生
徒
47
名
、
高
校

全
校
生
徒
58
名
の
他
、
各
学
校

の
教
員
及
び
観
覧
を
希
望
す
る

保
護
者
・
町
民
を
含
め
た
約

２
１
０
名
が
集
ま
り
、
午
後
の

部
は
、
南
富
良
野
西
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
全
児
童
13
名

と
教
員
や
観
覧
を
希
望
す
る
保

護
者
・
町
民
を
含
め
た
約
50
名

に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

特
別
授
業
で
は
、
２
０
２
４

年
度
に
小
学
５
年
生
の
音
楽
教

科
書
に
掲
載
さ
れ
た
自
身
の
楽

曲
「
地
球
へ
」
を
題
材
に
、
児

童
・
生
徒
と
の
対
話
を
通
じ
て
、

夢
を
持
ち
続
け
る
こ
と
の
大
切

さ
や
、
歌
詞
の
意
味
を
考
え
な

が
ら
豊
か
な
感
性
を
持
つ
こ
と

の
大
事
さ
に
触
れ
な
が
ら
進
め

ら
れ
、
心
に
響
く
素
晴
ら
し
い

歌
声
で
会
場
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。

　

本
授
業
を
通
じ
て
、
子
ど
も

た
ち
が
普
段
の
学
校
生
活
や
座

学
で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
や
生

き
た
学
び
を
知
る
機
会
と
な
り
、

か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
経
験

に
な
り
ま
し
た
。
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このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎︎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

かなやま湖で満喫！カヌー体験会を開催　　 
（9 月 12 日、26 日）

　9 月 12 日と 26 日、かなやま湖で高校カヌー部と町教
育委員会によるカヌー体験会が開催されました。両日と
も定員 15 名が満員となり、参加者は湖上でカヌーの魅力
を楽しみました。当日は講師に加え、カヌー部の生徒た
ちも参加し、パドルの持ち方やこぎ方などを丁寧に指導。
　初めてカヌーに乗る参加者も、生徒たちのサポートを
受けながら水上での操作に挑戦しました。また、競技艇
の体験も行われ、かなやま湖の自然の中でカヌーの楽し
さに触れました。

春に植えた稲を収穫！
西小学校で稲刈り体験　　（9 月 15 日）

　西小学校の児童が、下金山の永井洋平さんの水田で稲
刈りを体験しました。児童たちは、春に自分たちで植え
た「はくちょうもち」の稲を鎌で一束ずつ丁寧に刈り取り、
収穫の喜びを味わいました。
　田植えから成長を見守ってきた稲を自らの手で収穫し、
米づくりの大変さや食への感謝を学びました。刈り取っ
た稲はその日のうちに学校グラウンドのジャングルジム
に掛けて乾燥させました。脱穀後、12 月のもちつき集会
で使われる予定です。

次世代育成プロジェクトの
成果を町長に報告　　　（9 月 17 日）

　 南 富 良 野 中 学 校 3 年 の 瀧 勇 斗 さ ん と 南 富 良 野 高
校 3 年 の 阿 部 悠 翔 さ ん が 役 場 を 訪 れ、「 次 世 代 育 成
プ ロ ジ ェ ク ト 」 の 成 果 を 髙 橋 町 長 に 報 告 し ま し た。 
　8 月に行われたプロジェクトでは、「夏のスキー場
の活用方法」をテーマに、中学生、高校生、札幌国際
大 学 の 学 生、 地 域 住 民 が グ ル ー プ ワ ー ク を 実 施。 花
畑 や ジ ッ プ ラ イ ン、 山 頂 カ フ ェ な ど、 南 富 良 野 の
自 然 や 景 観 を 生 か し た ア イ デ ア を 出 し 合 い ま し た。 
　2 人は、世代を超えて意見を交わした経験や、地域につ
いて考える中で得た気づきを町長に伝えました。髙橋町
長は「これからもさまざまなことにチャレンジし、その
時々の経験を大切にしてほしい」と激励し、今回出され
た意見も今後大切にしていきたいと述べました。
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旗の波運動を実施
地域で交通安全を呼びかけ

（9 月 24 日）

　秋の全国交通安全運動に合わせ、町内で旗の波運動
が行われました。参加者は道路沿いに並び、交通安全
の旗を掲げながら、通行するドライバーにスピードダ
ウンや安全運転を呼びかけました。
　秋は日没が早まり、夕暮れ時の交通事故にも注意が
必要な時期です。活動を通して、ドライバーや地域住
民が改めて交通安全への意識を高める機会となりまし
た。

議場で学ぶ南富良野高校生
町議会模擬体験学習

（9 月 18 日）

　南富良野高校 3 年生が役場を訪れ、町議会について
学ぶ議会学習を行いました。生徒たちは、町議会の歴
史や役割、議会の仕組みについて説明を受けた後、実
際の議場を見学しました。
　議場では、議会事務局職員の指導を受けながら模擬
議会を体験。生徒が議長や町長、議員などの役を担当
し、高校の卒業旅行など身近なテーマについて意見を
交わしました。実際の議会と同じ場で役割を演じなが
ら議論することで、議会の進め方や地域の意思決定の
仕組みを身近に学ぶ機会となりました。

森の恵みを体感
ピュアポテトの森で環境学習

（10 月 7 日）

　南富良野小学校の 3 年生 13 名が「ピュアポテトの森」
で森林環境学習を行いました。上川総合振興局南部森
林室富良野事務所、南富良野町森林組合、町産業課の
指導のもと、児童たちは安全な作業方法を教わりなが
ら、のこぎりを使って木の伐採を体験しました。実際
に木を切る作業を通して、森林の役割や木材として活
用されるまでの流れについて学びました。
　また、伐採した木を使った工作にも挑戦し、木の手
触りやぬくもりを感じながら作品を制作しました。森
林と人の暮らしとのつながりを、体験を通して身近に
学ぶ機会となりました。
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　「英語を話してみたいけれど、なんだかむずかしそう ...」　「英語を話してみたいけれど、なんだかむずかしそう ...」

　そんなふうに思っていませんか？　そんなふうに思っていませんか？

　教育委員会では、みんなで楽しく英語に触れ合える「英会話教室」を開催しています！　教育委員会では、みんなで楽しく英語に触れ合える「英会話教室」を開催しています！

　特別な事前知識や難しい勉強は不要です。身近なフレーズなどを使いながらアットホーム　特別な事前知識や難しい勉強は不要です。身近なフレーズなどを使いながらアットホーム

な雰囲気の中でワイワイ楽しく英語を学んでみませんか？な雰囲気の中でワイワイ楽しく英語を学んでみませんか？

　年末が近づくにつれ、帰省や旅行などで外国からの旅行者と触れ合う機会も多くなってく　年末が近づくにつれ、帰省や旅行などで外国からの旅行者と触れ合う機会も多くなってく

るこの時期。12 月の教室でも、楽しく英語に触れ合える内容をご用意しています。るこの時期。12 月の教室でも、楽しく英語に触れ合える内容をご用意しています。

　初心者の方も、お友達同士でのご参加も大歓迎です。皆様のご参加をお待ちしております。　初心者の方も、お友達同士でのご参加も大歓迎です。皆様のご参加をお待ちしております。

学校教育係・生涯学習係
☎52-2145教 委 員 会 通 信育

公民館図書館から新刊のご紹介公民館図書館から新刊のご紹介
　「永遠の記憶」 著者：東野 圭吾

　人気の「ガリレオ」シリーズ最新作であり、登場人物たちが歩んできた時間

の重みを感じさせる心揺さぶる長編小説です。

　物語は、刑事・内海薫が何者かに襲われるという衝撃的な事件から始まりま

す。犯人は高齢の老人で、取り調べでは一切口を割らない。

　その背後で見え隠れする「過去の事件」と、人物たちが下す「究極の選択」

とは何なのか。

　単なる謎解きにとどまらず、人と人との繋がりや記憶のあり方を深く考えさ

せられる一冊です。

場 所 ： 南富良野町役場 大会議室

開 催 日 ： 12 月１日・8 日・15 日

開館時間 ： 18:30 ～ 19:15

対 象 ： 南富良野町民または町内の学校に通学する児童・生徒

※小学生以下の方が参加する場合は、保護者が送迎付添願います。

受 講 料 ： 月額 1,000 円

講 師 ： 外国語指導助手 リスカ・レイナ・マリ 氏

申 込 先 ： 南富良野町教育委員会 生涯学習係（TEL 52-2145）

英会話教室のお知らせ
楽しく英語に触れてみませんか？
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～
地
域
と
と
も
に
歩
む
～

　

晴
れ
渡
る
秋
空
の
下
、
南
富
良
野
高
校

の
１
・
２
年
生
が
白
雲
山
へ
の
軽
登
山
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
絶
好
の
登

山
日
和
と
な
り
、
山
頂
か
ら
は
澄
み
渡
る

然
別
湖
の
絶
景
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
登
山
に
あ
た
っ
て
は
、「
ど
ん

こ
ろ
野
外
学
校
」
の
皆
様
か
ら
専
門
的
な

ガ
イ
ド
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

１
年
生
に
は
今
回
が
初
め
て
の
本
格
的
な

登
山
と
な
る
生
徒
も
多
か
っ
た
た
め
、
事

前
に
学
校
運
営
協
議
会
の
山
名
賢
一
様
を

お
招
き
し
、
登
山
の
基
本
や
心
構
え
に
つ

い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
本
番
に
臨

み
ま
し
た
。

　

道
中
は
、
仲
間
同
士
で
会
話
を
弾
ま
せ

な
が
ら
楽
し
く
登
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
に
旭
岳
へ
の
登
山
を
経
験

し
て
い
る
２
年
生
か
ら
は
、「
去
年
よ
り

楽
に
感
じ
る
」
と
頼
も
し
い
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。
途
中
で
足
を
取
ら
れ
て
転
倒
す

る
生
徒
も
お
り
、
決
し
て
気
を
抜
け
る
安

全
な
道
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
見
事

に
登
頂
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

苦
し
い
登
り
を
乗
り
越
え
て
山
頂
に

立
っ
た
生
徒
た
ち
の
顔
に
は
、
大
き
な
達

成
感
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
眼

下
に
広
が
る
然
別
湖
の
素
晴
ら
し
い
景
色

を
前
に
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
き
れ
い
！
」

「
気
持
ち
い
い
！
」「
あ
そ
こ
で
釣
り
し
た

い
」「
こ
こ
か
ら
帰
り
た
く
な
い
」
と
い
っ

た
素
直
な
歓
声
が
次
々
と
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

南
富
良
野
高
校
で
は
、
学
校
設
定
科
目

「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
な
ど
を
通
し
て
、
豊
か

な
北
海
道
の
自
然
か
ら
直
接
学
び
、
感
性

と
生
き
る
力
を
育
む
教
育
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
ざ
し
、
北
海
道

の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
「
唯
一
無
二

の
魅
力
あ
る
高
校
」
と
し
て
、
生
徒
・
教

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
南
富
良
野
高
校
の
教
育

活
動
へ
の
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
が
っ
こ
う
マ
ン
を
探
せ

　

「
夏
休
み
が
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
な
…
」

そ
ん
な
少
し
重
た
い
気
持
ち
も
一
吹
き
。

２
学
期
の
初
日
、
開
校
10
周
年
記
念
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
し
て
児
童
が
考
案
し
た

「
が
っ
こ
う
マ
ン
」
の
イ
ラ
ス
ト
百
体
を
、

校
内
か
ら
探
し
出
す
「
宝
探
し
イ
ベ
ン

ト
」
を
児
童
会
本
部
が
実
施
し
、
校
内

は
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
歓
声
で
包
ま

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
校
が
今
年
度

大
切
に
し
て
い
る
「
子
ど
も
の
主
体
性

と
創
造
性
を
育
む
活
動
」
の
一
つ
で
す
。

　

そ
の
日
の
中
休
み
。
低
・
中
・
高
学

年
に
分
か
れ
て
、
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
児
童
会
役
員
が
工
夫
を

凝
ら
し
て
仕
掛
け
た
「
が
っ
こ
う
マ
ン
」

は
、
目
立
つ
大
物
か
ら
「
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
！
？
」
と
い
う
隠
れ
名
人
の
よ
う

な
小
さ
な
一
枚
ま
で
様
々
。
宝
探
し
そ

の
も
の
の
面
白
さ
に
加
え
、
他
学
年
と

競
い
合
う
熱
気
も
相
ま
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
は
夢
中
で
校
内
を
駆
け
回
り
ま
し

た
。

　

数
日
後
の
結
果
発
表
で
見
事
優
勝
に

輝
い
た
の
は
高
学
年
。
し
か
し
順
位
以

上
に
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
手
で
全
校

児
童
が
心
か
ら
楽
し
め
る
企
画
を
作
り

上
げ
た
こ
と
こ
そ
が
、
何
よ
り
の
大
き

な
成
果
で
す
。
前
期
児
童
会
本
部
は
、

活
動
の
締
め
く
く
り
と
し
て
次
の
新
し

い
企
画
も
練
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。「
学

校
に
行
く
の
が
楽
し
み
！
」
と
思
え
る

よ
う
な
ア
イ
デ
ア
に
期
待
が
膨
ら
み
ま

す
。

　

10
月
か
ら
は
後
期
の
児
童
会
へ
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
。
11
月
７
日
（
土
）

に
は
、
大
き
な
行
事
で
あ
る
「
学
芸
会
」

が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
「
や
っ

て
み
た
い
！
」
と
い
う
思
い
を
大
切
に
、

一
人
ひ
と
り
が
自
信
を
持
っ
て
輝
き
、

大
き
な
達
成
感
を
得
ら
れ
る
ス
テ
ー
ジ

を
目
指
し
ま
す
。

　

当
日
は
ぜ
ひ
学
校
へ
足
を
お
運
び
い

た
だ
き
、
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令和８年１０月２７日発行　　南　　富　　高　　新　　聞　　第　１１４　号
南
富
高
新
聞

南
富
高
新
聞

第114号
発　行

南富良野高等学校

▶▶▶南富良野西小学校▶▶▶
   シリーズ 学校だより

各学校の取り組みを紹介します。
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 しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署
☎ 52-2119　FAX 52-2979

kyuukyuu119nanpu
@mist.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

南富良野支署出動件数（令和８年９月末日 )
○救急出動　　　   102 件（うちドクターヘリ要請件数 　７件）
○火災出動　　　　  １件（うち他市町村応援出動　　 　１件）
○救助出動　　　　  ４件

①ヒートショックとは？
　暖かいリビングから寒い脱衣所への移動や、い

きなり熱い湯に入るなど、急激な温度変化によっ

て血圧が大きく上下に変動し、心臓や血管に大き

な負担がかかることで起こります。そのため心筋

梗塞や脳出血などの発症リスクが上がってしまい

ます。

冬のはじまり、２つの危険に要注意
～ヒートショック・インフルエンザ対策～

11 月から冬にかけては、寒暖差による入浴中の事故やインフルエンザなどの感染症に注意が必要です。

家庭でできる予防策を確認して、安全・健康に冬を過ごしましょう。

安全に入浴するためのポイント

1. 入浴前に脱衣所や浴室を暖めてからお風呂　

　に入る

2. 湯湿は 41℃以下に設定し入浴時間 10 分を

　目安にする

3. 浴槽から急に立ち上がらない

4. 食後すぐや飲酒後の入浴は避ける

5. 入浴前に家族などに声をかける

6. 体調が悪い時は無理に入浴しない

特に高齢者の方は、

冬の入浴時の事故に注意しましょう

②インフルエンザの予防
　インフルエンザは、発熱、頭痛、関節痛・筋肉痛、全身のだるさなどが比較的急速に現れるのが特徴です。

手洗い・換気・咳エチケットなどの基本的な感染対策を行い、必要に応じてワクチン接種を検討しまし

ょう。体調が優れない時や発熱・咳などの症状がある場合は、部屋の換気をこまめに実施し、人混みを

避けて必要に応じて医療機関に相談するようにしましょう。

こんなときは迷わず 119 番

意識がない・反応がない、普段どおりの呼吸がない／おかしいなど、緊急性が高い場合は 119 番通報してください。

感染対策のために行う６つの行動
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　秋も深まり、そろそろ冬の足音が聞こえてきそうですね。おうち時間が長くなるので、親
子でゆっくり読書はいかがでしょうか。支援センターの絵本はもちろん、みなくる 2 階の図
書室にも足を運んでみてください。

お休みの日のパパと元気に参加。タオルで綱
引き、力くらべ！どっちが勝ったかな？

　年少組・年中組さんで金山小果樹農園さんに

遠足に行きました。ぶどう狩りを楽しみ、口や

手が紫色になるほどたくさん食べていた子ども

たちでした！お昼には、お家の人が作ってくれ

たお弁当を見せ合いっこしながらもりもりと食

べ、お腹もいっぱいになり楽しい遠足でした！

　幾寅保育所と合同でお遊戯会練習を行いました。

遊戯、楽器演奏、劇と初めてのことだったり、覚え

ることがたくさんありましたが、本番で大きくなっ

た姿を披露できるように、一生懸命練習を重ねてい

きました。セリフや踊りなど少しずつ上達し、自信

を持って取り組む姿が見られるようになりました。

秋晴れに恵まれたぶどう収穫体験。ぶどうもおい
しかったけど、バッタの親子もみつけたよ。

☆パパぷっこ☆パパぷっこ

おばあちゃん達と、紙芝居を見たりゲームを
して仲良くなりました。

産後ママが 2 か月ぶりに支援センターに遊びに
来てくれました。みんなにこにこ、いい笑顔。

☆ぷっこクラブ（くるみ園訪問）☆ぷっこクラブ（くるみ園訪問） ☆ぷっこクラブ（ぶどう収穫体験）☆ぷっこクラブ（ぶどう収穫体験）

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
〜☆★明るく元気な子に育ちますように☆★〜　　　　　         子育て支援センター　☎ 090-5985-4339

☆交流会☆交流会

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち
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□
発

行
／

南
富

良
野

町
役

場
　

編
集

／
企

画
課

 広
報

統
計

係
　

Tel.52-2115
□

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w.tow
n.m

inam
ifurano.hokkaido.jp

古
紙

配
合

率
60パ

ー
セ

ン
ト

の
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

寄
附
・
寄
贈

寄
附
・
寄
贈

　　

次
の
方
々
か
ら
寄
附
・
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
志
に
対
し
紙
上
を
も
っ
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
味
園
・
か
ら
ま
つ
園
・
こ
ざ
く
ら
園
へ

○
幾

寅　

髙  

橋　

か
つ
え　

様

○
札
幌
市　

丹

羽

博

已　

様

○
北
広
島
市　

鳴

海

美

妃　

様

○
浜
中
町　

三　

膳　

と
も
み　

様

○
富
良
野
市　
（
福
）
富
良
野
あ
さ
ひ
郷　

様

○
大
樹
町　

山　

内　

艸
太
郎　

様

○
当
麻
町　

櫻

田

憲

三　

様

 

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
幾　

寅　

日　

向　
　

穂み
の
り

　
　

 　
　
　
　

令
和
８
年
９
月
２
日
生
ま
れ

★町内会に加入しましょう★

　町内会は、住民みんなで協力して地域をより快適

で住みやすくするための活動をしています。お祭り

やゴミステーションの清掃、防災活動、そして子ど

もたちや高齢者のサポートまで、暮らしのあらゆる

場面で関わっています。

　町内会に参加することで 温かい人間関係が築け

たり、 地域の課題をみんなで解決できます。

　地域の絆をさらに深め、より良いまちづくりにつ

ながります！ぜひ町内会に加わってみませんか？

問い合わせ先：企画課広報統計係　☎ 52 － 2115

町ホームページで求人情報を掲載しています

　町民の皆さまや移住希望者へ向け、町ホームページで求人情報を掲載しています。
　フルタイム／パートタイムの種別ごとにまとめていますので、お仕事を探されている方はぜひ
ご覧ください。
◎掲載場所　右記の二次元コードを読み込みご覧ください。
　　　　　　町ホームページ＞移住・定住情報＞３．お仕事
　　　　　　ホーム右下（スマートフォンの場合は下部）のバナー欄にも掲載
　　　　　　しています。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

（
令
和
８
年
９
月
末
日
現
在
）

　
　

人　

口　
　
　

２
，
１
２
９
人
（
△
10
）

　
　
　

男　
　
　
　

１
，
０
７
０
人
（
△
６
）

　
　
　

女　
　
　
　

１
，
０
５
９
人
（
△
４
）

　
　

世
帯
数　
　
　

１
，
２
７
３
戸
（
△
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

）
内
は
前
月
比

 

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

落　

合　

大　

町　

チ
ヱ
子　

（
81
）

　
　
　
　

令
和
８
年
９
月
21
日
逝
去

　

幾　

寅　

加　

藤　

哲　

夫　

（
91
）

　
　
　
　

令
和
８
年
９
月
22
日
逝
去

　

落　

合　

渡　

邊　

美　

幸　

（
50
）

　
　
　
　

令
和
８
年
９
月
22
日
逝
去

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち


